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パターン認識 (pattern recognition)は工学を起源とするが，機械学習 (machine learn-

ing)は計算機科学の分野から生じている．しかし，これらの研究活動内容は，同じ分
野を 2つの側面から見たものとみなせ，両分野ともこの 10年間に大きく発展した．中
でも，限られた専門家のものであったベイズ的手法は，主流の手法へと成長した．そ
の一方で，グラフィカルモデルは，確率モデルを記述し，適用するための汎用的な枠
組みとして進展してきた．また，ベイズ的手法は，変分ベイズ法や EP法などの近似
推論アルゴリズムが開発されたことで，より広範囲の現実の問題に適用されるように
なった．同様に，カーネルを用いた新たなモデルも，アルゴリズムや応用分野に大き
な影響を与えている．
この新しい教科書は，近年の研究成果を反映する一方，パターン認識と機械学習の包

括的な入門書でもある．本書は，学部 3, 4年生や，博士課程の初年度の学生の他，研
究者や開発者をも対象としている．本書を理解するのに，パターン認識や機械学習に
ついて，あらかじめ何も知らなくてもよいが，多変数微積分や基礎的な線形代数につ
いての知識は必要である．また，確率について精通していれば，本書の理解に役立つ．
だが，本書には基礎的な確率論についての解説もあるので，知らなくてかまわない．
本書の扱う内容は広範囲にわたるため，すべての参考文献を網羅するのは不可能で

ある．特に，いろいろな考えの正確な歴史的な意義について，説明しようとはしてい
ない．その代わり，本書より詳細な内容を扱った，または，進展させた内容への入り
口となるような，参考文献を挙げるようにした．そのため，原論文より，近年の教科
書や解説論文を参考文献として主に挙げてある．
本書には，講義資料や本書で使われたすべての図表など，多数の追加資料が用意さ

れている．これらについての最新情報を得るには次のWebページを参照されたい．

http://research.microsoft.com/∼cmbishop/PRML
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演習問題

本書では，各章末の演習問題も重視している．問題には，本文で説明した概念を発
展させたり，新たな手法を開発したり，手法を一般化するのに役立つようなものを注
意深く選んだ．問題には難易度も示し，（基本）は数分で解けるような簡単なもの，
（難問）は非常に複雑な演習を示している．
演習問題の解答を，どれくらい入手しやすくすべきかを決めるのは難しい．本書で
独学する読者には解答はとても役立つだろう．だが，本書を教科書とする講師にとっ
ては，演習問題を講義で利用できるように，解答は出版社から取り寄せられるように
しておく方が良いであろう．こうした相反する要求に応じるようとするため，本文の
重要な点を拡充するのに役立つ演習問題や，重要な細部を補足するような問題につい
てのみ，本書のWebサイトから解答を PDFファイルで入手できるようにした．こう
した演習問題は wwwで示した．他の演習問題の解答は，出版社に連絡すれば（詳細
はWebページを参照），講師には入手できるようにする．だが，読者には，すべて独
力でこれらの演習問題を解き，必要なときにのみ解答を見るようにすることを強く薦
める．
本書は概念的・原理的な事柄を中心に執筆した．だが，できれば学生は適当なデー
タ集合を用いて，主なアルゴリズムのいくつかを実験してみるとよい．本書で示した
ほとんどのアルゴリズムを Matlab で実装したソフトウェアと，例題用データ集合は
Webサイトから入手できるようにする．また，これらは，機械学習に現れる最適化問
題を解く実用的アルゴリズムについての姉妹書 (Bishop and Nabney, 2008)にも収録す
る予定である．
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D日本語版についての補足 D

原著のWebページとは別に，日本語版にもWebページを用意した．

http://ibisforest.org/index.php?PRML

ここには，主に，日本語版の書誌情報や正誤表を掲載する．講義資料や演習問題
などの解答は，原著のWebページを参照されたい．

校正には十分努めたが，もし誤りを見つけた場合は

(メールアドレス削除)

まで，お知らせいただきたい．なお，本アドレスは，演習問題の解答や，質問等
については扱わないのでご留意いただきたい．また，原著は 1巻本だが，日本語
版は 2分冊とし，原著の 1～5章と付録，参考文献は上巻に，6～14章は下巻に
収録した．


